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祭司の宝石
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さてヤコブの子らは十二人であった。すなわちレアの子らはヤコブの長子ルペン、シメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ゼブルン。ラケルの子 はヨセフとベニヤミン。ラケルのつかえめビルハの子らはダンとナフタリ レア つかえめジルハの子らはガドとアセル。これらはヤコブの子らであって バタンアラムで彼に生まれた者である。
　
ヤハウェの言葉には「その宝石はイスラエルの子らの名に従い」とあり、宝石の










































































ou shall set in it four row
s of storns.A
 row
 of carnelian, chrysolite, and em
-
erald shall be the first row
: and the second row
 a turquoise, a sapphire and a 
m
oonstone; and the third row
 a jacinth, an agate, and an am
ethyst; and the 
fouth row








 the sons of Jacob w
ere tw
elve. T





evi, Judah, Issachar, and Z
ebulun. T
















ad  and A
sher. T
hese w
ere the sons of Jacob w
ho 
w


























































































































































































































































































































































































































































































































































 赤玉（ 【和訳】 ）













































































 黄緑玉（ 【和訳】 ）



























 葱珩（ 【和訳】 ）
とあるべきではなかったか。そうであれば、①の【漢訳】の「黄玉」は、 【和訳】では既に用いたので、ここでは「黄緑玉」としたことになろう。②【和訳】は【漢訳】を踏襲したものと る。ちなみに「碧 は紫がかった青から赤、褐色、緑、黄などの色のものもあるが、宝石名としては「青く美 い玉」を言う。③の 漢訳】の「粋玉」は漢籍にはほとんど見かけない語である（ 「粋 は「まじりけのない」 「うつくしい」の意） 。 【和訳】の「葱珩」もまた珍しい語である（ 「葱」は青色の意（ 「珩」は『説文』 「佩上玉也」 、 「銭注」に「佩上飾也」 ある） 。和田維四郎訳 『金石学』には「葱珩」 語を
beryl の「漢訳」として紹介し、 「玻璃光ア


















之次玉」 「石之似玉」 「石之美 石之有光」といったものが収められているが、この場合「玉部」という時の「玉」は広義であり そ 中の「玉属」 属するも は狭義 玉である。また、明の李時珍の『本草綱目』 （万暦二十二年〔
1596 〕刊）の


































































































































































などと分類しているが、 【漢訳】の司祭の宝石として現われる「碧玉」 「黄玉」 「紫玉」 「瓊玉」 「緑玉」 「粋玉」 「青玉」もまた、 「宝石」を含む広義の 玉」を、その色で呼んだものであろう。　
いずれにせよ「○玉」という語は中国の玉思想を帯びた語である。そうした語性


































































































































































第一の列は紅玉、黄玉、緑玉の列、第二の列は柘榴石、サファイア、月長石、第三の列は風信子石 瑪瑙 紫水晶、第四の列は貴橄欖 縞瑪瑙、碧石、
とある。聖書の翻訳において、こうした漢語ではなく、カタカナ表記の 名が多



















































































































 益富寿之助「石薬編新注の言葉」 （ 『新註校定
　
国訳本草綱目』月報４、春陽
堂
　
昭和四十九年〔
1974 〕五月刊）
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